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上
条 

 

上
条
が
重
伝
建
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
二
ヶ
月
に
一
回
開
催

し
て
お
り
ま
す
上
条
集
落
見
学
会
で
す
が
、
七
月
二
十
三
日

（
日
）
に
十
四
回
目
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は

山
か
ら
集
落
を
眺
望
す
べ
く
集
落
東
側
の
山
を
登
り
ま
し

た
。
山
登
り
も
今
回
で
四
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
お
天

気
に
恵
ま
れ
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
そ
う
で
な
い
こ
と

も
・
・
。
今
回
は
あ
い
に
く
の
天
候
で
し
た
が
、
後
半

に
は
雲
も
切
れ
、
集
落
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

今
号
で
は
、
こ
の
見
学
会
の
様
子
や
七
月
の
出
来
事

の
ほ
か
、
八
月
三
日
、
四
日
に
行
う
全
国
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
協
議
会 

関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
及
び
研
修
会
の
ご
案
内
な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま

し
た
。 

   

第
十
四
回
上
条
集
落
見
学
会
（
山
登
り
）

第
十
四
回
上
条
集
落
見
学
会
（
山
登
り
）

第
十
四
回
上
条
集
落
見
学
会
（
山
登
り
） 

きれいに咲いた観音堂脇の花壇

とひまわり畑（活性化する会） 

上条の見所が増えました！ 

登山の安全祈願と登山の様子 

福蔵院の清雲住職にお祓いしてもらい、

無事登山。こんな尾根道を登ってます。 

ビューポイント① 

山の中腹辺りからの眺め。雲の中の集

落。 

ビューポイント② 

もう少し登ると。。ますます雲が厚く

なって辺り一面真っ白。 

ビューポイント③ 

頂上！！ 

やっと雲が晴れ、集落全体と遠くに塩の

山が見えた。左側には富士山も！ 

ビューポイント① 

ビューポイント③ 

ビューポイント② 

登山の安全祈願と登山の様子 

第
十
四
回

第
十
四
回  
上
条
集
落
見
学
会
を

上
条
集
落
見
学
会
を  

開
催
し
ま
し
た

開
催
し
ま
し
た
。。  



平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度

平
成
二
十
九
年
度   

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会

全
国
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
協
議
会   

関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会

関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会

関
東
・
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
担
当
者
研
修
会   

   

日 

程 
 

八
月
三
日
（
木
）
～
四
日
（
金
） 

   

プ
ロ
グ
ラ
ム 

 

《
三
日
》
十
四
時
～
（
甘
草
屋
敷
）
研
修
会 

講
演
①
「
上
条
集
落
の
防
災
上
の
特
性
と
そ
の
対
応
策
」 

（
工
学
院
大
学 

小
林
氏
） 

講
演
②
「
上
条
で
の
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
と
今
後
」 

（
家
並
保
存
会 

石
川
氏
） 

 

《
四
日
》
九
時
～
十
二
時 

上
条
集
落
見
学 

（
福
蔵
院
集
合
） 

 
 

 
 

 

十
四
時
～ 

笛
吹
市
上
芦
川
集
落
見
学 

お
時
間
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
三
日
の
研
修
会
へ
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
※
参
加
を
ご
希
望
の
方
は
前
日
ま
で
に
文

化
財
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。   

   

第
十
一
回

第
十
一
回

第
十
一
回   

歴
史
的
風
致
散
策

歴
史
的
風
致
散
策

歴
史
的
風
致
散
策   

大
和
地
区

大
和
地
区

大
和
地
区   

   

日 

時 
 

八
月
二
十
日
（
日
） 

 
 

 
 

 
 

午
前
九
時
～
午
後
三
時
ご
ろ 

 

集
合
場
所 

甲
州
市
役
所 

大
和
支
所 

 

参
加
費 

 

無
料
（
別
途
保
険
代
二
百
円
程
度
） 

 

申
込
み 

 

八
月
十
五
日
（
火
）
ま
で
に
文
化
財
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 
 二

胡
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ

二
胡
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ

二
胡
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ   

甘
草
屋
敷

甘
草
屋
敷

甘
草
屋
敷   

 

日 

時 
 

八
月
二
十
六
日
（
土
） 

 
 

 
 

 
 

開
場 

午
後
六
時
三
十
分 

 
 

 
 

 
 

開
園 

午
後
七
時 

 

場 

所 
 

甘
草
屋
敷 

主
屋 

 

入
場 

 
 

無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要 

 

情
報
館
の
危
険
木
の
伐
採

情
報
館
の
危
険
木
の
伐
採

情
報
館
の
危
険
木
の
伐
採 

 

七
月
八
日
に
情
報
館
西
側
に
あ
る
ナ
ツ
メ
の
木
が
伐
採
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
ナ
ツ
メ
の
木
は
、
道
路
に
枝
が
大
き
く
せ

り
出
し
、
車
両
通
行
の
妨
げ
に
な
る
ほ
か
、
老
木
で
あ
る
こ

新
潟
県
か
ら
お
越
し
の
団
体
を
案
内
し
ま
し
た

新
潟
県
か
ら
お
越
し
の
団
体
を
案
内
し
ま
し
た

新
潟
県
か
ら
お
越
し
の
団
体
を
案
内
し
ま
し
た 

 

七
月
三
日
に
新
潟
県
村
上
市
の
神
林
商
工
会
の
皆
様
を

ご
案
内
し
ま
し
た
。
研
修
旅
行
で
山
梨
に
い
ら
っ
し
ゃ
り
、

重
伝
建
で
あ
る
上
条
集
落
を
見
学
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
事

前
に
文
化
財
課
に
案
内
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
い

ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
は
商
工
会
の
建
設
部
会
の
方
々
で
、
福
蔵

院
や
金
井
加
里
神
社
、
観
音
堂
、
情
報
館
の
建
物
を
と
て
も

興
味
深
く
ご
覧
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。 

 

村
上
市
の
岩
船
に
は
江
戸
時
代
か
ら
明
治
に
か
け
て
北
前

船
と
の
交
易
で
栄
え
た
歴
史
を
も
つ
港
町
が
あ
り
、
古
い
町

並
み
も
残
っ
て
い
ま
す
。
「
そ
の
町
並
み
も
伝
建
に
し
た
い

な
」
と
お
っ
し
ゃ
て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
上
条
の
事
例
が

少
し
で
も
参
考
に
な
れ
ば
、
と
思
い
ま
し
た
。 

七
月
の
で
き
ご
と

七
月
の
で
き
ご
と

七
月
の
で
き
ご
と   

 

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ   

 

と
も
あ
り
、
倒
木
の
危
険
性
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
建
物

に
隣
接
し
て
生
え
て
い
る
た
め
、
倒
木
の
際
に
は
建
物
の
基

礎
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
伐
採
は
、
山
梨
家
並
保
存
会
と
地
元
有
志
の
皆
様
が

行
い
ま
し
た
。
伐
採
作
業
前

に
は
福
蔵
院
の
清
雲
住
職
が

作
業
の
安
全
の
た
め
、
お
祓

い
を
し
て
く
だ
さ
り
、
作
業

は
一
時
間
ほ
ど
で
無
事
完
了

し
ま
し
た
。
こ
の
作
業
に
併

せ
て
情
報
館
南
側
に
あ
る
道

路
に
せ
り
出
し
た
樹
木
も
一

部
伐
採
さ
れ
ま
し
た
。 

文
化
財
課
☎
三
二-

五
〇
七
六 


